
世界史演習（茂木） 

後期 第 １回  東ア ジ ア ⑨ （ 明 ）   

問 1  歴 代 王 朝 の 中 央 集 権 体 制 に つ い て の 説 明 と し て 正 し い も の を 選 べ 。  

①  唐 では 、 尚 書 省 の 六 部 に 詔 勅 を 起 草 さ せ た 。  

②  宋 では 、 中 書 省 が 政 策 を 議 論 し た が 、 最 終 裁 可 は 皇 帝 の み が 行 っ た 。  

③  元 は 、 ハ ン に 直 属 す る 理 藩 院 を 地 方 に 設 置 し 、 全 土 か ら 情 報 を 集 め た 。  

④  明 では 、 中 書 省 に 代 わ っ て 軍 機 処 が 最 高 機 関 と な っ た 。    （ 早 稲 田 ・ 文  改 ）                  

 

問 2  尚 書 省 に つ い て 記 述 し た 以 下 の 文 の う ち 正 し い もの を 一 つ 選 べ 。  

①  中 央 官 庁 の 六 都 護 府 を 統 括 す る もの と し て 唐 代 に 成 立 し た 。  

②  唐 代 では 中 書 省 で起 草 さ れ 、 門 下 省 で 審 査 さ れた 詔 勅 を 執 行 す る 機 関 だ っ た 。  

③  中 書 省 は 元 に 到 り 、 最 高 行 政 機 関 と な っ た 。  

④  洪 武 帝 は 尚 書 省 を 廃 し 、 六 部 を 皇 帝 直 属 と し て 独 裁 を 強 め た 。 （ 中 央 ・ 商  改 ）  

 

問 3  明 の 貿 易 政 策 の 説 明 と し て 、誤 っているものを 選 べ 。  

①  朱 元 璋 は 、 統 一 戦 争 の 過 程 で 有 力 な 敵 対 陣 営 の な か に 海 上 勢 力 が 存 在 し た の

で、 そ の 力 を 削 ぐ 方 針 を と っ た 。  

②  沿 岸 を 荒 ら す 前 期 倭 寇 の 存 在 に 頭 を 悩 ませ た 明 朝 は 、 日 本 に 倭 寇 鎮 圧 を 求 め

る 一 方 、 中 国 人 の 海 外 渡 航 を 禁 止 し た 。  

③  石 見 銀 山 や 新 大 陸 か ら 大 量 の 銀 が 流 入 す る こ と で物 価 騰 貴 に 直 面 し た 明 の 政

府 は 、 海 禁 策 を と り 銀 の 流 入 を 制 限 し た 。  

④  明 は 、 東 シ ナ 海 で 日 本 と の 密 貿 易 を お こ な っ た 後 期 倭 寇 を 取 り 締 ま る 一 方 、 海 禁

策 を 緩 和 し た 。                                 （ 早 稲 田 ・ 商  改 ）   

 

問 4  鄭 和 の 説 明 と し て誤 っているものを 選 べ 。  

①  鄭 和 は 雲 南 出 身 の ム ス リ ム で 、 明 軍 の 捕 虜 と な り 永 楽 帝 に 仕 え た 宦 官 であ る 。  

②  鄭 和 艦 隊 の 中 心 と な っ た 船 は 宝 船 と 呼 ば れ 、 世 界 最 大 の 木 造 帆 船 であ っ た 。  

③  バ ス コ = ダ = ガ マ を 冷 遇 し た カ リ カ ット の 領 主 は 、 そ の 後 に 訪 れ た 鄭 和 を 厚 遇 し た 。  

④  鄭 和 の 分 遣 隊 は 、 ア ラ ビ ア 海 を 渡 り ア フ リ カ 東 岸 の マ リ ン デ ィに ま で至 っ た 。  

（ 早 稲 田 ・ 商 ）   

 

問 5  中 国 史 上 の 主 要 な 反 乱 に 関 す る 説 明 と し て 正 し い もの を 選 べ 。  

①  陳 勝 は 秦 帝 国 を 揺 る が す 大 反 乱 を 起 こ す が 、 漢 の 高 祖 と 天 下 を 争 っ て 敗 れた 。  

②  黄 巾 の 乱 は 、 後 漢 末 に 張 角 が 創 始 し た 宗 教 結 社 に 率 い ら れ た 農 民 反 乱 であ る 。  

③  紅 巾 の 乱 は 、 元 朝 を 崩 壊 さ せ た 農 民 反 乱 で 、 そ の 指 導 者 と な っ た 朱 元 璋 は 、 明

を 建 国 し て 北 京 に 首 都 を 置 い た 。  

④  李 成 桂 の 乱 は 、 明 朝 を 崩 壊 さ せ た 農 民 反 乱 で 、 清 の 中 国 征 服 を 容 易 に し た 。  

（ 早 稲 田 ・ 人 間 科 学  改 ）  

 



世界史演習（茂木） 

問 6  明 代 の 社 会 経 済 に つ い て の 記 述 の う ち 、 正 し い もの を 一 つ 選 び な さ い 。  

①  ス ペ イ ン が 鋳 造 し た メ キ シ コ 銀 は 、 1 6 世 紀 後 半 以 降 、 対 中 国 貿 易 に 使 用 さ れた 。  

②  銀 の 流 通 増 大 を 反 映 し て 、 明 代 後 半 か ら 地 丁 銀 と い う 新 税 制 が 実 施 さ れた 。  

③  広 東 商 人 や 新 安 商 人 な ど 政 府 と 結 び つ い た 特 権 商 人 が 全 国 的 に 活 動 し た 。  

④  商 工 業 者 は 、 都 市 に 行 と 呼 ば れる  

集 会 所 を 設 け て 活 動 の 拠 点 と し た 。  

         （ 中 央 ・ 経 済 他  改 ）  

 

 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ②  問 ２  ②  問 ３  ③   

問 ４  ③  問 ５  ②  問 ６  ①   

 

 

 

 

 

【 論 述 問 題 】  

明 朝 へ の 銀 の 流 入 と そ の 影 響  

に つ い て 、 以 下 の 語 句 を 用 い て  

9 0 字 以 内 で 説 明  

し な さ い 。   

 フ ィリ ピ ン   石 見
い わ み

  湖 広   

 

 



世界史演習（茂木） 

後期 第 ２回  東ア ジ ア ⑩ （ 清 ）  

問 １  明 ・ 清 代 の 政 治 に つ い て 述 べ た 以 下 の 文 か ら 、 最 も適 切 な もの を 選 び な さ い 。  

①  明 朝 最 後 の 崇 禎 帝 は 、 1 6 4 4 年 李 自 成 に 北 京 を 攻 略 さ れ て 自 殺 し た 。  

②  ポ ル ト ガ ル 人 が 台 湾 南 部 に 築 い た ゼ ー ラ ン デ ィ ア 城 は 、 鄭 成 功 に よ り 攻 略 さ れた 。  

③  明 将 ・ 呉 三 桂 は 清 に 服 属 し て 福 建 の 藩 王 に 封 じ ら れた が 、 の ち 三 藩 の 乱 を 起 こ し

た 。  

④  雍 正 帝 は 三 藩 の 乱 を 平 定 す る 一 方 、 遷 界 令 を 発 布 し て 鄭 氏 台 湾 を 投 降 さ せ た 。  

（ 慶 応 ・ 法 ／ 早 稲 田 ・ 法  改 ）  

 

問 ２  清 朝 の 統 治 政 策 や 制 度 に つ い て の 記 述 と し て不 適 切 なものを 一 つ 選 び な さ い 。  

①  中 央 の 要 職 の 定 員 を 偶 数 と し 、 満 州 人 と 漢 人 を 同 数 採 用 し た 。  

②  モン ゴ ル ・ 青 海 ・ チベ ット ・ 新 疆 ・ 台 湾 を 藩 部 と し 、 理 藩 院 が こ れを 統 括 し た 。  

③  皇 帝 直 属 の 軍 事 行 政 の 最 高 機 関 と し て 、 軍 機 処 を 設 置 し た 。  

④  チベ ット 仏 教 を と くに 手 厚 く 保 護 し た が 、 儒 教 や 道 教 も共 存 し て い た 。 （ 成 蹊 ・ 法 ）  

 

問 ３  1 6 ～ 1 7 世 紀 の 中 国 沿 岸 に つ い て 述 べ た 文 章 と し て 正 し い もの を 選 び な さ い 。  

①  1 6 世 紀 半 ば ご ろ か ら 、 日 本 銀 や メ キ シ コ 銀 が 中 国 へ 流 入 す る よ う に な っ た 。  

②  1 7 世 紀 は じ め 、 豊 臣 秀 吉 が 琉 球 に 出 兵 し 、 琉 球 は 中 国 と 日 本 に 両 属 し た 。  

③  1 7 世 紀 前 半 、 倭 寇 の 活 動 で 日 本 人 が 東 南 ア ジ ア に 進 出 、 日 本 町 を 形 成 し た 。  

④  1 7 世 紀 半 ば 、 鄭 成 功 は ス ペ イ ン か ら 台 湾 を 奪 い 、 反 清 運 動 の 拠 点 と し た 。  

（ 日 本 女 子 大 学 ・ 文  改 ）  

 

問 ４  清 代 の 税 制 に 関 す る 以 下 の 記 述 の 中 で、誤 っているものを 選 べ 。  

①  地 丁 銀 制 は 、 土 地 税 の 中 に 人 頭 税 を 繰 り 込 み 、 一 括 し て 銀 納 す る シ ス テ ム で、 人

頭 税 が 事 実 上 廃 止 さ れた 。  

②  塩 の 専 売 を 請 け 負 う 塩 商 人 と し て 有 名 な の が 、 山 西 省 出 身 の 新 安 商 人 で、 全 国

的 に 活 躍 し た 。  

③  清 代 では 、 茶 は 欧 州 向 け の 主 要 な 輸 出 商 品 と な り 、 国 庫 の 重 要 財 源 と な っ た 。  

④  広 州 に 海 関 を 設 置 し た が 、 こ の 広 州 での 外 国 貿 易 を 独 占 し た 特 許 商 人 の こ と を

公 行 と 称 し た 。                                 （ 早 稲 田 ・ 法  改 ）  

 

 

問 ５  清 の 人 口 が 増 加 し た 理 由 を 記 し た 以 下 の 文 の う ち誤 っているものを 一 つ 選 べ 。  

①  山 間 部 でト ウ モロ コ シ が 普 及 し 、 多 く の 人 口 を 養 え る よ う に な っ た 。  

②  地 丁 銀 制 の 廃 止 に よ り 、 人 口 増 加 分 に は 新 た に 税 を 課 さ れ な くな っ た 。  

③  満 州 、 内 モ ン ゴ ル 、 青 海 な ど に 漢 人 農 民 が 進 出 し 、 農 地 を 拡 大 し た 。  

④  大 土 地 所 有 が 拡 大 し た 結 果 、 多 くの 農 業 労 働 力 が 求 め ら れ る よ う に な っ た 。  

               （ 中 央 ・ 商  改 ）  



世界史演習（茂木） 

 

問 ６  新 疆 に 関 す る 記 述 と し て 、 正 し い もの を 選 べ 。  

①  ウ イ グ ル 人 は イ ラ ン 系 の 民 族 で 、 モ ン ゴ ル 高 原 か ら 中 央 ア ジ ア へ 西 走 し た 。  

②  ジ ュ ン ガ ル は 、 モ ン ゴ ル 系 オイ ラ ト の 一 部 族 で あ り 、 ウ イ グ ル 人 を 支 配 下 に お い た 。  

③  清 は ジ ュ ン ガ ル 部 侵 攻 に 当 た り 、 軍 事 機 密 保 護 の た め に 理 藩 院 を 設 け た 。  

④  康 熙 帝 は ジ ュ ン ガ ル を 滅 ぼ し て 藩 部 に 加 え 、 「 新 た な 領 土 」 と い う 意 味 で「 新 疆 」 と

命 名 し た 。                                  （ 関 西 学 院 ・ 文  改 ）  

                                    

 

【 論 述 問 題 】  

十 七 世 紀 の 台 湾 を 支 配 し た 諸 勢 力 の 交 代 に つ い て 、 以 下 の 語 句 を 用 い て 9 0 字 以

内 で 説 明 し な さ い 。   

 ゼ ー ラ ン デ ィ ア 城  康 熙 帝   

 

 

 

 

【 論 述 問 題 解 答 例 】  

後 期 第 １回  ス ペ イ ン 商 人 が フ ィリ ピ ン に 持 ち 込 ん だ メ キ シ コ 銀 、 日 本 の 石 見 銀 が 倭

寇 や ポ ル ト ガ ル 商 人 の 手 で 流 入 し た 。 銀 が 流 通 し た 沿 海 部 では 商 品 作 物 へ の 転 作 が

進 み 、 内 陸 の 湖 広 が 穀 倉 地 帯 と な っ た 。 ( 8 7 字 )   

  



世界史演習（茂木） 

後期 第 ３回  朝鮮 半 島 (古 代〜 高 麗 ・朝 鮮 )  

問 １  古 代 朝 鮮 の 動 向 に つ い て 述 べ た もの と し て 、 もっ と も適 切 な もの を 選 び な さ い 。  

①  前 漢 の 武 帝 は 、 衛 氏 朝 鮮 を 平 定 し て 、 楽 浪 郡 を 置 い た 。  

②  高 句 麗 の 広 開 土 王 は 朝 鮮 半 島 に 侵 攻 し 、 新 羅 ・ 百 済 を 滅 ぼ し た 。  

③  唐 と 結 ん だ 新 羅 は 、 楽 浪 郡 を 滅 ぼ し て 朝 鮮 半 島 を 統 一 し た 。  

④  唐 の 玄 宗 は 高 句 麗 を 平 定 し て 、 羈 縻 州 と し た 。      （ 青 山 学 院 ・ 経 済  改 ）  

 

 

問 ２  高 句 麗 に 関 す る 次 の 記 述 の う ち適 切 でないものを 選 べ 。  

①  東 北 地 方 に お こ り 、 4 世 紀 に 楽 浪 郡 を 滅 ぼ し て 、 朝 鮮 半 島 北 部 を 支 配 し た 。  

②  広 開 土 王 の 時 に 楽 浪 郡 を 滅 ぼ し 、 百 済 ・ 新 羅 を 従 え 、 倭 と 戦 っ た 。  

③  唐 と 新 羅 の 連 合 軍 に よ っ て 、 7 世 紀 後 半 に 滅 ぼ さ れた 。  

④  高 句 麗 の 遺 民 ・ 大 祚 栄 は 、 渤 海 国 を 建 て た 。       （ 早 稲 田 ・ 社 会 科 学  改 ）  

 

問 ３  中 華 帝 国 と 朝 鮮 半 島 の 王 朝 と の 関 わ り に 関 す る 記 述 で誤 っているものを 選 べ 。  

①  前 漢 の 武 帝 は 衛 氏 朝 鮮 を 滅 ぼ し 、 楽 浪 ・ 真 番 ・ 臨 屯 ・ 玄 菟 の 4 郡 を お い た 。  

②  三 国 時 代 の 魏 は 、 高 句 麗 に 楽 浪 郡 を 奪 わ れた 。  

③  唐 は 百 済 ・ 高 句 麗 を 滅 ぼ し 、 楽 浪 ・ 帯 方 の 旧 領 を 再 統 合 し た 。  

④  高 麗 では 、 中 国 か ら 伝 え ら れた 仏 教 が 国 教 と し て 厚 く 保 護 さ れ 、 高 麗 版 大 蔵 経 が

二 度 に わ た り 刊 行 さ れた 。                    （ 早 稲 田 ・ 社 会 科 学  改 ）  

 

問 ４  渤 海 と 高 麗 に 関 す る 記 述 と し て 、 正 し い もの は ど れか 。  

①  渤 海 は 東 北 地 方 を 支 配 し 、 周 辺 国 と の 戦 争 の 記 録 を 広 開 土 王 碑 に 刻 ん だ 。  

②  渤 海 は 唐 か ら 冊 封 を 受 け 、 新 羅 を 滅 ぼ し た 。  

③  高 麗 は 開 城 に 都 を 置 き 、 新 羅 に か わ っ て 朝 鮮 半 島 を 統 一 し た 。  

④  高 麗 では 、 骨 品 制 と い う 身 分 制 度 が 維 持 さ れた 。      （ 関 西 学 院 ・ 商 他  改 ）  

 

問 ５  高 麗 時 代 に 関 す る 出 来 事 と し て誤 っているものを 一 つ 選 べ 。  

①  宋 に な ら っ て 科 挙 制 度 を 取 り 入 れ 、 三 省 六 官 と い う 中 央 官 制 を 取 り 入 れた 。  

②  百 済 ・ 高 句 麗 ・ 新 羅 時 代 の 歴 史 を まと め た 『 三 国 史 記 』 が 編 纂 さ れた 。  

③  諸 法 令 ・ 制 度 を 集 大 成 し た 『 経 国 大 典 』 が 編 纂 さ れた 。  

④  国 家 の 保 護 の もと で仏 教 が 栄 え 、 『 大 蔵 経 』 が 刊 行 さ れた 。     （ 法 政 ・ 法  他 ）  

 

問 ６  朝 鮮 王 朝 に 関 す る 記 述 と し て誤 っているものを 選 び な さ い 。  

①  明 と 冊 封 関 係 を 結 び 、 朱 子 学 を 官 学 と し て 採 用 し た 。  

②  太 宗 の 時 代 、 庶 民 の 文 字 と し て 訓 民 正 音 が 作 ら れた 。  

③  李 舜 臣 は 亀 甲 船 を 建 造 し て 秀 吉 の 日 本 軍 に 抵 抗 し た 。  

④  科 挙 が 盛 ん に な り 、 銅 活 字 に よ る 出 版 も 行 わ れた 。  



世界史演習（茂木） 

（ 南 山 ・ 法 他  改 ）  

 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ①  問 ２  ②  問 ３  ②  問 ４  ③  問 ５  ③  問 ６  ②   

 

 

 

【 論 述 問 題 】  

漢 の 武 帝 の 遠 征 か ら 統 一 新 羅 の 成 立 ま で 、 朝 鮮 半 島 に お け る 勢 力 交 代 に つ い て 、

以 下 の 語 句 を 用 い て 9 0 字 以 内 で説 明 せ よ 。   

 加 羅 諸 国  広 開 土 王  煬 帝   

 

 

 

後 期 第 ２回  オラ ン ダ 人 が 対 日 貿 易 の 拠 点 と し て ゼ ー ラ ン デ ィア 城 を 建 設 。 明 将 ・ 鄭

成 功 が こ れを 奪 っ て 清 へ の 抵 抗 を 続 け た 。  清 の 康 熙 帝 は 遷 界 令 で台 湾 を 経 済 封 鎖

し 、 鄭 氏 を 破 っ て 清 の 直 轄 領 と し た 。 ( 8 5 字 )   



世界史演習（茂木） 

後期 第 ４回  東南 ア ジア ①  

問 1  イ ン ド シ ナ 半 島 に 関 す る 記 述 の う ち 、誤 りを含 むものを 一 つ 選 び な さ い 。  

①  ド ン ソ ン 文 化 は 前 4 世 紀 ベ ト ナ ム 北 部 で 発 展 し 、 独 特 の 青 銅 器 や 鉄 製 の 農 具 、

青 銅 製 の 銅 鼓 を 生 み 出 し た こ と で知 ら れて い る 。  

②  ド ン ソ ン 文 化 は 、 タ イ 文 化 の 影 響 を 受 け て 発 展 し た 独 特 の 文 化 であ り 、 青 銅 製 の

銅 鼓 は 周 辺 地 域 で 祭 り に もち い ら れた 。  

③  扶 南 は 、 １ ～ ２ 世 紀 頃 メ コ ン 川 デ ル タ 地 帯 で 建 国 さ れ 、 イ ン ド 文 化 を 導 入 し た 。  

④  扶 南 は 、 商 船 隊 に よ っ て 南 シ ナ 海 と ベ ン ガ ル 湾 、 ア ン ダ マ ン 海 を 結 ぶ 交 易 の ネ ッ ト

ワー ク を 確 立 し た 。                 （ 早 稲 田 ・ 国 際 教 養 ／ 社 会 科 学  改 ）  

 

問 2  イ ン ド シ ナ 半 島 に 関 す る 次 の 記 述 の う ち誤 っているものを 1 つ 選 べ 。  

①  秦 の 始 皇 帝 は 華 南 ・ ベ ト ナ ム 北 部 に まで 領 土 を 広 げ 、 南 海 な ど 3 郡 を お い た 。  

②  ベ ト ナ ム 北 部 で 秦 か ら 独 立 し た 南 越 を 、 漢 の 高 祖 が 滅 ぼ し て 9 郡 を お い た 。  

③  1 世 紀 末 ご ろ メ コ ン 川 下 流 域 に 建 国 さ れ た 扶 南 は 、 海 上 貿 易 で栄 え た  

④  ク メ ー ル 人 国 家 の 真 臘 が 興 こ り 、 扶 南 を 圧 迫 し た 。  （ 早 稲 田 ・ 社 会 科 学  改 ）  

 

問 3  古 代 カ ン ボ ジ ア に 関 す る 記 述 の う ち 、誤 りを含 むものを 一 つ 選 び な さ い 。  

①  扶 南 は 、 イ ン ド 文 化 の 影 響 を う け て メ コ ン 川 下 流 域 に 建 国 、 海 上 貿 易 で 栄 え た 。  

②  9 世 紀 初 め に ス ー ル ヤ ヴ ァ ル マ ン 2 世 は 、 ア ン コ ー ル 朝 を 開 い た 。  

③  ア ン コ ー ル 朝 は 、 ア ン コ ー ル = ワ ット を は じ め 、 壮 大 な 寺 院 群 を 建 造 し て 栄 え た 。  

④  ア ン コ ー ル 朝 は 、 タ イ の ア ユタ ヤ 朝 の 侵 攻 を 受 け 、 1 5 世 紀 に 滅 び た 。  

（ 早 稲 田 ・ 国 際 教 養 ）  

 

問 4  唐 代 の 東 南 ア ジ ア に 関 す る 次 の 記 述 の う ち適 切 でないものを 1 つ 選 べ 。  

①  マ レ ー 人 の シ ュ リ ー ヴ ィジ ャ ヤ 王 国 は 、 ス マ ト ラ 島 を 中 心 に 海 上 交 易 で 繁 栄 し た 。  

②  シ ュ リ ー ヴ ィジ ャ ヤ 王 国 の 首 都 パ レ ン バ ン に は 、 唐 僧 ・ 義 浄 も 滞 在 し て い る 。  

③  中 部 ジ ャ ワに 興 っ た シ ャ イ レ ン ド ラ 朝 は 、 大 乗 仏 教 寺 院 ボ ロ ブ ド ゥ ー ル を 建 造 し た 。  

④  シ ャ イ レ ン ド ラ 朝 は 唐 ・ 宋 に 朝 貢 し 、 「 三 仏 斉 」 と 表 記 さ れた 。  

（ 早 稲 田 ・ 社 会 科 学  改 ）  

 

問 5  シ ャ イ レ ン ド ラ 朝 の 説 明 と し て 正 し い も の は ど れか 。  

①  ジ ャ ワ島 東 部 の 王 朝 で 、 イ ン ド の 叙 事 詩 を ジ ャ ワ 語 に 訳 し て ワヤ ン を 創 作 し た 。  

②  青 銅 製 の 銅 鼓 や 、 稲 作 お よ び 鉄 製 農 具 を 特 徴 と す る ド ン ソ ン 文 化 を 生 み 出 し た 。  

③  ジ ャ ワ島 中 部 に 建 て ら れ 、 大 乗 仏 教 を 保 護 し 、 ボ ロ ブ ド ゥ ー ル を 建 立 し た 。  

④  ス マ ト ラ 島 の パ レ ン バ ン を 中 心 に 建 国 さ れ た 港 市 国 家 の 連 合 王 国 であ る 。  

（ 早 稲 田 ・ 人 間 科 学  改 ）  

 



世界史演習（茂木） 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ②  問 ２  ②  問 ３  ②  問 ４  ④  問 ５  ③   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 論 述 問 題 】  

唐 代 ( 7 〜 8 世 紀 )の 東 南 ア ジ ア 諸 国 の 形 成 に

つ い て 、 以 下 の 語 句 を 用 い て 1 0 0 字 以 内 で

説 明 し な さ い 。   

 義 浄   ボ ロ ブ ド ゥ ー ル   雲 南 高 原  

 

 

 

【 論 述 問 題 解 答 例 】  

後 期 第 ３回  武 帝 は 衛 氏 朝 鮮 を 滅 ぼ し 楽 浪 郡 を 置 い た 。 高 句 麗 は こ れを 滅 ぼ し 、 広

開 土 王 が 南 下 し て 加 羅 諸 国 を 争 う 百 済 ・ 新 羅 を 圧 迫 し た 。 隋 の 煬 帝 は 高 句 麗 に 敗

北 、 唐 は 新 羅 を 冊 封 し 、 百 済 ・ 高 句 麗 を 滅 ぼ し た 。 （ 9 0 字 ）  



世界史演習（茂木） 

後期 第 ５回  東南 ア ジア ②  

問 1  東 南 ア ジ ア の 文 化 に 関 す る 記 述 の う ち 、誤 りを含 むものを 一 つ 選 び な さ い 。  

①  ア ン コ ー ル = ワ ット は 1 2 世 紀 前 半 に 王 墓 と し て 造 営 さ れ 、 本 尊 は ヒ ン ド ゥ ー 教 の ヴ ィ

シ ュ ヌ 神 で あ る 。  

②  タ イ 中 部 の 都 市 ス コ ー タ イ に は 、 1 3 世 紀 以 降 の 上 座 部 仏 教 遺 跡 が 数 多 く 残 る 。  

③  ジ ャ ワ島 の 影 絵 芝 居 に は 、 『 ラ ー マ ー ヤ ナ 』 な ど か ら 題 材 を 取 っ た 物 語 が 多 い 。  

④  1 4 世 紀 に ラ オス に 築 か れ た ラ ン サ ン 王 国 は 、 大 乗 仏 教 を 国 教 と し た 。  

（ 早 稲 田 ・ 国 際 教 養  改 ）  

 

問 2  東 南 ア ジ ア の イ ス ラ ー ム 化 に 関 す る 記 述 の う ち 正 し い もの を 一 つ 選 び な さ い 。  

①  マ ラ ッカ 海 峡 に ム ス リ ム 商 人 が 来 航 し た 8 世 紀 、 住 民 は す ぐに イ ス ラ ー ム 化 し た 。  

②  マ レ ー 半 島 西 南 部 に 成 立 し た マ ラ ッカ 王 国 は 、 明 に 対 抗 し て イ ス ラ ー ム 化 し た 。  

③  ス マ ト ラ 島 では ア チェ 王 国 、 ジ ャ ワ 島 では マ ジ ャ パ ヒ ト 王 国 が イ ス ラ ー ム に 改 宗 し た 。  

④  現 代 の イ ン ド ネ シ ア は 世 界 最 大 の ム ス リ ム 国 家 だ が 、 バ リ 島 では 土 着 信 仰 と 融 合 し

た ヒ ン ド ゥ ー 教 も 信 仰 さ れて い る 。                （ 早 稲 田 ・ 国 際 教 養  改 ）  

 

問 3  明 代 初 期 の 東 南 ア ジ ア に 関 す る 以 下 の 文 か ら 正 し い もの を 選 び な さ い 。  

①  琉 球 王 国 が 東 南 ア ジ ア と 中 国 ・ 日 本 ・ 朝 鮮 を 結 ぶ 中 継 貿 易 の 中 心 と な っ た 。  

②  中 部 ジ ャ ワ では シ ャ イ レ ン ド ラ 朝 が 、 壮 大 な ボ ロ ブ ド ゥ ー ル 仏 教 寺 院 を 建 設 し た 。  

③  マ レ ー 半 島 南 部 に 成 立 し た ア チェ 王 国 が 、 中 継 貿 易 の 拠 点 と し て 発 展 し た 。  

④  ベ ト ナ ム では 元 の 支 配 か ら 独 立 し た 黎 朝 が 、 中 国 的 な 国 家 体 制 を 立 て た 。  

（ 同 志 社 ・ 商  他 ）  

                                    

問 4  東 南 ア ジ ア 島 嶼 部 の 歴 史 に 関 す る 次 の 記 述 の う ち 正 し い もの を 1 つ 選 べ 。  

①  シ ン ガ サ リ 王 国 は ヒ ン ド ゥ ー 教 を 国 教 と し 、 元 軍 を 撃 退 し て ジ ャ ワ島 を 統 一 し た 。  

②  1 3 世 紀 以 降 、 ワ ッハ ー ブ 派 の 影 響 で 東 南 ア ジ ア 諸 国 の イ ス ラ ー ム 化 が 進 ん だ 。  

③  1 5 世 紀 に 、 マ レ ー 半 島 南 部 の マ ラ ッカ 王 国 の 国 王 が イ ス ラ ー ム に 改 宗 し た こ と は 、

東 南 ア ジ ア での イ ス ラ ー ム の 普 及 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ し た 。  

④  ス マ ト ラ 島 北 端 の ア チ ェ 王 国 は 、 イ ス ラ ー ム 王 国 と し て 香 辛 料 貿 易 で栄 え た が 、 2 0

世 紀 初 頭 に イ ギ リ ス の 支 配 下 に お か れた 。         （ 早 稲 田 ・ 社 会 科 学  改 ）  

 

問 5  タ イ の 歴 代 王 朝 の 説 明 と し て 正 し い も の は ど れか 。  

①  ス コ ー タ イ 朝 は イ ン ド シ ナ 半 島 初 の タ イ 人 の 王 朝 で 、 大 乗 仏 教 が 栄 え た 。  

②  ス コ ー タ イ 朝 の ラ ー ム カ ム ヘ ー ン 王 は 、 ク メ ー ル 文 字 を もと に タ イ 文 字 を 制 定 し た 。  

③  ア ユタ ヤ 朝 は 、 タ イ 国 史 上 最 大 の 領 土 を 現 出 し た が 、 イ ギ リ ス に 滅 ぼ さ れ た 。  

④  ア ユタ ヤ 朝 の ラ ー マ 5 世 は 、 近 代 化 と 外 交 努 力 に よ っ て 欧 米 列 強 に よ る 植 民 地

化 を 回 避 し た 。                           （ 早 稲 田 ・ 人 間 科 学  改 ）  



世界史演習（茂木） 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ④  問 ２  ④  問 ３  ①   

問 ４  ③  問 ５  ②   

 

 

【 論 述 問 題 】  

1 4 世 紀 末 〜 1 7 世 紀 前 半 の マ レ ー 半 島 の

海 港 都 市 の 変 遷 に つ い て 、 以 下 の 語 句 を

用 い て 、 9 0 字 以 内 で説 明 し な さ い 。   

 鄭 和  改 宗  東 イ ン ド 会 社   

 

 

 

 

【 論 述 問 題 解 答 例 】  

後 期 第 ４回  ス マ ト ラ 島 の シ ュ リ ー ヴ ィジ ャ ヤ 王 国 は マ ラ ッカ 海 峡 の 中 継 貿 易 で 栄 え 、

唐 僧 ・ 義 浄 も滞 在 し た 。 ジ ャ ワ 島 の シ ャ イ レ ン ド ラ 朝 は 大 乗 仏 教 寺 院 ボ ロ ブ ド ゥ ー ル を

建 設 し た 。 雲 南 高 原 では 南 詔 が 成 立 し 、 内 陸 交 易 で栄 え た 。 ( 9 9 字 )  



世界史演習（茂木） 

後期 第 ６回  内陸 ア ジア ・ チ ベッ ト  

問 1  中 国 の 周 辺 民 族 に 関 す る 記 述 の う ち 正 し い もの を 選 べ 。  

①  都 護 府 を 通 じ た 間 接 統 治 を 羈 縻 政 策 と い い 、 異 民 族 へ の 皇 女 の 降 嫁 も 行 っ た 。  

②  安 東 都 護 府 が 置 か れた ハ ノ イ は 南 海 交 通 の 基 地 と な っ た 。  

③  突 厥 は 6 世 紀 中 頃 に モン ゴ ル 高 原 か ら 興 り 、 匈 奴 を 滅 ぼ し て 大 帝 国 を 築 い た 。  

④  チ ベ ッ ト 高 原 を 南 詔 が 統 一 し 、 中 継 貿 易 で栄 え た 。   （ 早 稲 田 ・ 社 会 科 学  改 ）  

 

問 2  漢 と 匈 奴 に 関 す る 次 の 記 述 の う ち 最 も 適 切 な もの を 1 つ 選 べ 。  

①  前 漢 の 劉 邦 は 、 冒 頓 単 于 の 下 で強 大 に な っ た 匈 奴 を 撃 退 し た 。  

②  武 帝 は 、 将 軍 の 衛 青 ・ 霍 去 病 ら に 命 じ て 数 度 に わ た る 匈 奴 へ の 攻 撃 を 行 い 、 そ の

結 果 、 漢 は オ ル ド ス や 河 西 地 方 に 勢 力 を 伸 ば し た 。  

③  武 帝 が 大 月 氏 と 同 盟 し て 匈 奴 を 挟 撃 す る た め 甘 英 を 西 域 に 派 遣 し た こ と を き っ か

け に 、 漢 は タ リ ム 盆 地 の オ ア シ ス 諸 都 市 に ま で支 配 を 拡 張 し 。  

④  北 匈 奴 は 後 漢 に 服 属 し 、 五 胡 の 1 つ と し て 定 住 し た 。 （ 早 稲 田 ・ 社 会 科 学  改 ）  

 

問 3  隋 唐 の 外 征 に 関 す る 文 と し て誤 っているものを 選 べ 。  

①  隋 は 青 海 地 方 の 吐 谷 渾 を 攻 め 、 西 域 と の 交 易 ル ー ト を 確 保 し た 。  

②  隋 の 煬 帝 の 高 句 麗 遠 征 は 、 失 敗 に 終 わ っ た 。  

③  唐 は 東 突 厥 を 服 属 さ せ て 単 于 都 護 府 を 設 置 し 、 西 突 厥 を も 滅 ぼ し た 。  

④  唐 の 高 宗 は 南 詔 を 滅 ぼ し 、 安 南 都 護 府 を 設 置 し た 。   （ 防 衛 ・ 人 文  他  改 ）  

 

問 4  ウ イ グ ル に 関 す る 以 下 の 文 に つ い て 、 正 し い もの を 選 び な さ い 。  

①  イ ラ ン 系 の 遊 牧 民 族 であ り 、 唐 の 衰 退 に 乗 じ て 独 立 し た 。  

②  イ ラ ン 系 の ク ル ド 人 を 官 僚 と し て 採 用 し 、 王 は マ ニ 教 に 改 称 し た 。  

③  安 史 の 乱 に 際 し て は 唐 に 援 軍 を 送 り 、 長 安 を 占 領 し た 。  

④  契 丹 人 に 敗 れて モ ン ゴ ル 高 原 か ら 西 走 し 、 中 央 ア ジ ア を ト ル コ 化 し た 。  

 

問 5  チベ ット に 関 す る 以 下 の 文 に つ い て 、 正 し い もの を 選 び な さ い 。  

①  吐 蕃 を 建 て た ソ ン ツェ ン = ガ ン ポ は 、 漢 字 を もと に チベ ット 文 字 を 作 ら せ た 。  

②  チベ ット 仏 教 の 高 僧 パ ス パ は チン ギ ス = ハ ン に 国 師 と し て 仕 え 、 文 字 を 作 成 し た 。  

③  チベ ット 仏 教 の 高 僧 ツォ ン カ パ は 戒 律 を 重 ん じ 、 サ キ ャ 派 ( 黄 帽 派 )を 開 い た 。  

④  タ タ ー ル の ア ル タ ン = ハ ン は 、 チベ ット 仏 教 教 主 に ダ ラ イ = ラ マ の 称 号 を 与 え た 。  

（ 関 西 学 院 ・ 商  改 ）  

問 6  雲 南 高 原 の 王 朝 に 関 す る 記 述 と し て 、 正 し い もの は ど れか 。  

①  唐 の 前 半 に は 、 安 南 都 護 府 が 置 か れ た 。  

②  唐 の 滅 亡 と 同 時 期 に 南 詔 が 成 立 し 、 宋 と の 中 継 貿 易 で 栄 え た 。  

③  南 詔 に 代 わ っ た 大 理 国 は 、 チン ギ ス = ハ ン に 滅 ぼ さ れた 。  

④  清 代 に は 呉 三 桂 ら 漢 人 武 将 が 三 藩 の 乱 を 起 こ し た 。 （ 関 西 学 院 ・ 商  他  改 ）  



世界史演習（茂木） 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ①  問 ２  ②  問 ３  ④  問 ４  ③  問 ５  ④  問 ６  ④   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 論 述 問 題 】  

古 代 か ら 1 3 世 紀 ま で  

の タ リ ム 盆 地 の 歴 史 に  

つ い て 、 以 下 の 語 句 を  

用 い て 1 2 0 字 以 内 で  

説 明 し な さ い 。  

 敦 煌  安 西 都 護 府  

 西 遼  

 

 

 

【 論 述 問 題 解 答 例 】  

後 期 第 ５回  マ レ ー 人 が マ ラ ッカ 王 国 を 建 国 し 、 中 継 貿 易 で繁 栄 し た 。 仏 教 国 ア ユタ

ヤ 朝 の 南 下 に 対 抗 す る た め 、 鄭 和 の 来 航 を 機 に 明 に 朝 貢 し 、 イ ス ラ ー ム に 改 宗 し た 。

1 6 世 紀 に ポ ル ト ガ ル に よ っ て 王 国 は 滅 亡 、 植 民 地 化 さ れ、 1 7 世 紀 に は オラ ン ダ 東 イ ン

ド 会 社 に 占 領 さ れ た 。 ( 1 1 8  字 )   

  



世界史演習（茂木） 

後期 第 ７回  古代 イ ンド①  

問 １  イ ン ダ ス 文 明 に 関 す る 記 述 と し て 、 適

切 な も の を 1 つ 選 べ 。  

①  モエ ン ジ ョ = ダ ー ロ や ク ト ゥ ブ = ミ ナ ー ル な ど

が 代 表 的 な 遺 跡 で あ る 。  

②  遺 跡 か ら は 動 物 文 様 や 象 形 文 字 を 刻

ん だ 多 数 の 印 章 が 発 見 さ れて い る 。  

③  遺 跡 に は 巨 大 な 王 宮 が あ り 、 王 権 の 強

さ が う か が わ れる 。  

④  遺 跡 で 発 見 さ れる 建 造 物 は 石 造 り で あ

り 、 排 水 施 設 も 整 備 さ れて い た 。  

⑤  イ ン ダ ス 文 字 は ほ ぼ 解 読 さ れ、 当 時 の 社

会 生 活 の 様 子 が 解 明 さ れて い る 。  

（ 早 稲 田 ・ 社 会 科 学 ）  

 

 

問 ２  マ ガ ダ 国 に 関 す る 記 述 と し て 、 適 切 な も の を 1 つ 選 べ 。  

①  前 6 世 紀 頃 に 、 イ ン ダ ス 川 中 流 域 に お こ っ た ア ー リ ヤ 人 の 国 であ る 。  

②  前 5 世 紀 頃 、 同 じ ア ー リ ヤ 系 の コ ー サ ラ 国 に 併 合 さ れ た 。  

③  こ の 王 は シ ャ ー と 呼 ば れ、 ビ ン ビ サ ー ラ 王 の と き 強 大 化 し た 。  

④  パ ー タ リ プ ト ラ を 都 と し 、 仏 教 や ジ ャ イ ナ 教 を

保 護 し た 。 （ 立 教 ・ 全 学 部  改 ）  

 

 

問 ３  バ ラ モン 教 を 批 判 す る 新 し い 思 想 及 び 宗

教 に 関 す る 記 述 と し て 、誤 っているものを １つ 選

べ 。  

①  宇 宙 の 本 質 や 霊 魂 に つ い て の 思 索 を 重 視

す る ウ パ ニ シ ャ ッド 哲 学 が 生 まれ た 。  

②  仏 教 や ジ ャ イ ナ 教 な ど の 新 宗 教 の 登 場 は 、

シ ュ ー ド ラ の 勢 力 伸 長 を 背 景 と し て い た 。  

③  ヴ ァ ル ダ マ ー ナ を 開 祖 と す る ジ ャ イ ナ 教 が 不

殺 生 を 説 い た 。  

④  ガ ウ タ マ = シ ッダ ー ル タ が 八 正 道 を 説 い て 仏

教 の 祖 と な っ た 。       （ 早 稲 田 ・ 社 会 科 学 ）  

 

 

問 ４  マ ウ リ ヤ 朝 に 関 す る 記 述 と し て 、 適 切 な もの を 1 つ 選 び な さ い 。  

①  ガ ン ジ ス 川 下 流 域 に 成 立 し た 王 朝 で、 パ ー タ リ プ ト ラ を 都 と し た 。  

②  イ ラ ン 系 の 人 々 が 西 北 イ ン ド に 侵 入 し 、 建 て た 。  

③  前 1 世 紀 ご ろ に デ カ ン 高 原 で 成 立 し た 。  

④  ナ ー ラ ン ダ ー 僧 院 が こ の 王 朝 の 著 名 な 建 築 物 であ る 。  

⑤  ナ ン ダ 朝 を 倒 し た ア シ ョー カ 王 が 建 て た 。               （ 成 蹊 ・ 文  改 ）  

 



世界史演習（茂木） 

 

問 ５  ア レ ク サ ン ド ロ ス の 東 方 遠 征 前 後 か ら 1 世 紀 頃 まで の イ ン ド の 歴 史 に 関 す る 記

述 に つ い て 、誤 っているものを １ つ 選 べ 。  

①  ア レ ク サ ン ド ロ ス の 侵 攻 後 、 チ ャ ン ド ラ グ プ タ が ナ ン ダ 朝 を 倒 し て マ ウ リ ヤ 朝 を 開 い た 。  

②  マ ウ リ ヤ 朝 第 ３ 代 の カ ニ シ カ 王 は デ カ ン 高 原 東 部 の カ リ ン ガ 国 を 征 服 し た 。  

③  ア シ ョー カ は 仏 教 に 改 宗 し 、 ダ ル マ に よ る 統 治 を 掲 げ 、 仏 典 結 集 を 援 助 し た 。  

④  上 座 部 仏 教 は ア シ ョ ー カ 王 の 時 代 に ス リ ラ ン カ に 伝 わ り 、 東 南 ア ジ ア に 広 が っ た 。  

（ 早 稲 田 ・ 社 会 科 学  改 ）  

 

問 ６  マ ウ リ ヤ 朝 に 関 す る 記 述 と し て 、誤 っているものを ２つ 選 べ 。  

①  マ ウ リ ヤ 朝 は ア レ ク サ ン ド ロ ス 大 王 の 軍 に よ る 北 西 イ ン ド へ の 侵 入 を 阻 ん だ 。  

②  チャ ン ド ラ グ プ タ は マ ガ ダ 国 の ナ ン ダ 朝 か ら 王 位 を 奪 っ て マ ウ リ ヤ 朝 を 建 て た 。  

③  ア シ ョー カ 王 は カ リ ン ガ 王 国 を 征 服 し て 大 帝 国 を 築 い た 。  

④  カ ニ シ カ 王 は 仏 典 結 集 を 援 助 し 、 ダ ル マ を 刻 ん だ 石 柱 碑 を 各 地 に 建 て た 。  

⑤  マ ウ リ ヤ 朝 は 強 大 な 軍 事 力 を 持 ち 徴 税 制 度 や 官 僚 組 織 を 整 え た 。  

（ 早 稲 田 ・ 社 会 科 学 ）  

 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ②  問 ２  ④  問 ３  ②  問 ４  ①  問 ５  ②  問 ６  ① ・ ④  

 

【 論 述 問 題 】  

鉄 器 の 伝 来 が ア ー リ ヤ 人 の 社 会 と 宗 教 に 与 え た 影 響 に つ い て 、 以 下 の 語 句 を 用 い て

9 0 字 以 内 で 説 明 し な さ い 。  

 

 

【 論 述 問 題 解 答 例 】  

後 期 第 ６回  匈 奴 を 撃 退 し た 漢 の 武 帝 は 敦 煌 な ど 4 郡 を お き 、 後 漢 の 西 域 都 護 ・ 班

超 は オ ア シ ス 諸 都 市 を 支 配 下 に 置 い た 。 唐 は 亀 茲 に 安 西 都 護 府 を お い て 羈 縻 州 と し

た が 、 唐 末 に ウ イ グ ル が 西 走 し て ト ル コ 化 し た 。 宋 代 に は 西 遼 に 支 配 さ れ 、 の ち モ ン ゴ

ル 帝 国 に 併 合 さ れ た 。 （ 1 1 7 字 ）  

 



世界史演習（茂木） 

後期 第 ８回  古代 イ ンド ②  

問 1  ク シ ャ ー ナ 朝 に 関 す る 記 述 と し て 、 適 切 な も の を 1 つ 選 べ 。  

①  カ ニ シ カ 王 の もと で 中 央 ア ジ ア か ら 北 西 イ ン ド に 至 る 支 配 地 域 を 確 立 し た  

②  ３世 紀 半 ば に 、 パ ル テ ィ ア に よ っ て 滅 ぼ さ れた  

③  南 イ ン ド の 海 港 だ け でな く、 オア シ ス の 交 易 ル ー ト も お さ え て い た 。  

④  都 は 、 パ ー タ リ プ ト ラ に 置 か れ た 。                 （ 立 教 ・ 福 祉 他  改 ）  

 

問 2  大 乗 仏 教 の 特 徴 に 関 す る 記 述 と し て 、誤 っているものを 1 つ 選 べ 。  

①  菩 薩 信 仰 が 中 心 であ っ た 。  

②  仏 像 が 作 ら れ崇 拝 さ れた 。  

③  ス リ ラ ン カ に 伝 わ り 、 現 代 の 東 南 ア ジ ア の 仏 教 の もと に な っ た 。  

④  ク シ ャ ー ナ 朝 の 保 護 を 受 け た 。  

⑤  ナ ー ガ ー ル ジ ュ ナ ( 竜 樹 )が 教 理 の 体 系 化 に 貢 献 し た 。      （ 中 央 ・ 統 一 ）  

 

問 ３  グ プ タ 朝 期 の 文 化 に 関 す る 記 述 と し て 、 適 切 な もの を 1 つ 選 べ 。  

①  カ ー リ ダ ー サ が パ ー リ 語 で戯 曲 『 シ ャ ク ン タ ラ ー 』 を 著 し た 。  

②  仏 教 教 学 の 中 心 と な っ た ナ ー ラ ン ダ ー 僧 院 が 創 建 さ れ た 。  

③  戦 争 叙 事 詩 であ る 『 ラ ー マ ー ヤ ナ 』 が ほ ぼ 完 成 し た 。  

④  ヴ ァ ル ナ を 否 定 し て 普 遍 的 な 規 範 を 定 め た 『 マ ヌ法 典 』 が 編 纂 さ れた 。  

⑤  ヒ ン ド ゥ ー 寺 院 であ る ア ジ ャ ン タ ー 石 窟 寺 院 が 作 ら れた 。    （ 早 稲 田 ・ 社 会 科

学 ）  

 

 

問 ４  イ ン ド 古 典 文 化 に 関 す る 記 述 と し て誤 っているものを 1 つ 選 べ 。  

①  宮 廷 詩 人 の カ ー リ ダ ー サ が 『 シ ャ ク ン タ ラ ー 』 と 『 メ ー ガ ド ゥ ー タ 』 を 書 い た 。  

②  ヴ ァ ル ナ の 秩 序 を 基 本 と す る 社 会 規 範 を まと め た もの が 『 マ ヌ法 典 』 であ る 。  

③  『 マ ハ ー バ ー ラ タ 』 と 『 ラ ー マ ー ヤ ナ 』 は サ ン ス ク リ ッ ト で 書 か れた 二 大 叙 事 詩 であ る 。  

④  ア ジ ャ ン タ ー 石 窟 に 描 か れた 仏 教 美 術 は 中 国 ・ 朝 鮮 半 島 を へ て 日 本 に 伝 わ っ た 。  

⑤  文 章 語 であ る サ ン ス ク リ ット 語 の ほ か 、 ウ ル ド ゥ ー 語 が う ま れ た 。   （ 早 稲 田 ・ 教 育 ）  

 

問 ５  ヒ ン ド ゥ ー 教 に 関 す る 記 述 と し て 、 適 切 な もの を 1 つ 選 べ 。  

①  ヒ ン ド ゥ ー 教 の 戒 律 集 『 マ ヌ 法 典 』 は 、 カ ー ス ト 制 の 否 定 を 説 い て い る 。  

②  シ ヴ ァ ・ ヴ ィシ ュ ヌ・ ブ ラ フ マ ー を 3 大 主 神 と す る 多 神 教 であ る 。  

③  ジ ャ ワ島 の シ ャ イ レ ン ド ラ 朝 は ヒ ン ド ゥ ー 教 の 王 国 だ っ た 。  

④  『 マ ハ ー バ ー ラ タ 』 は 、 コ ー サ ラ 国 王 子 の 生 涯 を 描 い た 叙 事 詩 で あ る 。  

⑤  中 国 では 祆 教 と 呼 ば れ 、 長 安 に は 寺 院 も建 設 さ れた 。       （ 中 央 ・ 法  改 ）  

 

 



世界史演習（茂木） 

 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ①  問 ２  ③  問 ３  ②  問 ４  ⑤  問 ５  ②   

 

 

 

【 論 述 問 題 】  

紀 元 １ 世 紀 頃 に 生 ま れた

新 し い 仏 教 の 名 称 と そ の

特 徴 に つ い て 、 従 来 の 仏

教 と 比 較 し つ つ 、 以 下 の

語 句 を 用 い て 9 0 字 以 内

で説 明 し な さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

【 論 述 問 題 解 答 例 】  

後 期 第 ７回  都 市 国 家 間 の 抗 争 が 続 い た 結 果 、 祭 司 バ ラ モ ン を 頂 点 と す る ヴ ァ ル ナ

制 が 崩 れた 。 貴 族 ク シ ャ ト リ ヤ や 商 工 業 者 ヴ ァ イ シ ャ が 台 頭 し 、 バ ラ モン 教 の 形 式 主 義

を 批 判 す る 仏 教 や ジ ャ イ ナ 教 を 支 持 し た 。 （ 8 9 字 ）  

  



世界史演習（茂木） 

後期 第 ９回  古代 イ ラン  

問 １  古 代 イ ラ ン の 政 治 に つ い て 述 べ た もの と し て 適 切 な もの を 一 つ 選 べ 。  

①  ダ レ イ オス 1 世 は フ ェニ キ ア 人 の 貿 易 活 動 を 禁 止 し 、 財 政 を 健 全 化 さ せ た 。  

②  東 方 遠 征 後 、 ギ リ シ ア 人 の 支 配 を 脱 し た 遊 牧 イ ラ ン 人 は 、 セ レ ウ コ ス 朝 を た て た 。  

③  サ サ ン 朝 の シ ャ ー プ ー ル 1 世 は 、 皇 帝 ウ ァ レ リ ア ヌス が 率 い る ロ ー マ 軍 に 敗 れた 。  

④  パ ル テ ィ ア は メ ソ ポ タ ミ ア を 併 合 し 、 ク テ シ フ ォ ン に 都 を 定 め た 。  

（ 愛 知 ・ 法 他  改 ）  

 

問 ２  古 代 イ ラ ン の 文 明 に つ い て 述 べ た もの と し て 適 切 な もの を 一 つ 選 べ 。  

①  ア ケ メ ネ ス 朝 の ペ ル シ ア 文 字 は 、 ア ラ ム 人 の 表 音 文 字 を も と に し て い る 。  

②  ゾ ロ ア ス タ ー 教 か ら お こ っ た マ ニ 教 は 、 サ サ ン 朝 で 国 教 と な り 、 唐 に も 伝 わ っ た 。  

③  セ レ ウ コ ス 朝 の 時 代 に は ゾ ロ ア ス タ ー 教 の 教 典 『 ア ヴ ェ ス タ ー 』 が 編 集 さ れた 。  

④  パ ル テ ィ ア では 、 オリ ン ポ ス 1 2 神 も 祀 ら れ て い た 。      

（ 愛 知 ・ 法 他  改 ）  

 

問 ３  パ ル テ ィ ア に 関 す る 記 述 と し て 、誤 っているものを 選 び な さ い 。  

①  カ ス ピ 海 沿 岸 の イ ラ ン 系 遊 牧 民 の パ ル ニ 族 に よ り 建 国 さ れた 。  

②  建 国 者 の ア ル ダ シ ー ル １ 世 は 、 セ レ ウ コ ス 朝 シ リ ア か ら 独 立 し た 。  

③  カ エサ ル の 時 代 に は 、 ロ ー マ 軍 を 撃 退 し て 独 立 を 維 持 し た 。  

④  パ ル テ ィ ア は 、 地 中 海 沿 岸 と 中 国 と の 中 継 貿 易 で繁 栄 し た 。   

（ 中 央 ・ 法 他  改 ）  

 

問 ４  中 央 ア ジ ア の 歴 史 と 民 族 に つ い て の 記 述 の う ち 、 正 し い もの を 一 つ 選 べ 。  

①  中 国 で 安 息 と 呼 ば れ た パ ル テ ィ ア は 首 都 を エク バ タ ナ と し 、 東 西 貿 易 で 栄 え た 。  

②  ソ グ ド 人 は 中 国 では 胡 人 と 呼 ば れ 、 そ の 言 語 は 国 際 商 用 語 と し て 用 い ら れた 。  

③  セ レ ウ コ ス 朝 か ら 独 立 し た ア ル サ ケ ス 朝 パ ル テ ィ ア は 、 ギ リ シ ア 系 の 王 国 であ る 。  

④  バ ク ト リ ア は イ ラ ン 文 化 を イ ン ド に 伝 え 、 ガ ン ダ ー ラ 美 術 に 影 響 を 与 え た 。  

⑤  バ ク ト リ ア 王 国 を 滅 ぼ し た ト ハ ラ ( 大 夏 ) 族 は 、 西 走 し て き た 匈 奴 に 征 服 さ れた 。  

                         （ 早 稲 田 ・ 社 会 科 学  改 ）  

 

問 ５  サ サ ン 朝 ペ ル シ ア に つ い て の 以 下 の 記 述 の う ち 、 正 し い もの を 選 び な さ い 。  

①  こ の 国 の 王 は 、 各 州 を サ ト ラ ップ と 呼 ば れ る 知 事 に 統 治 さ せ 、 そ の サ ト ラ ップ を 監 督

す る 「 王 の 目 」 や 「 王 の 耳 」 と 呼 ば れる 監 察 官 を 各 州 に 派 遣 し て い た 。  

②  王 都 の 1 つ ペ ル セ ポ リ ス は ア レ ク サ ン ド ロ ス 軍 に よ っ て 焼 き 払 わ れ、 廃 墟 と な っ た 。  

③  こ の 国 は 終 始 マ ニ 教 を 国 教 と し た が 、 キ リ ス ト 教 の 一 派 や 伝 統 宗 教 も認 め た 。  

④ 東 方 か ら 侵 入 し た 遊 牧 民 エフ タ ル を 撃 退 し て 滅 ぼ し た 。      

（ 成 蹊 ・ 文  改 ）  

 



世界史演習（茂木） 

問 ６  サ サ ン 朝 に 関 す る 以 下 の 文 か ら 、 正 し い もの を 1 つ 選 べ 。  

①  イ ラ ン 高 原 か ら 興 っ て 3 世 紀 初 め に パ ル テ ィア を 倒 し た ア ル ダ シ ー ル 1 世 は 、 の ち

に マ ニ 教 を 国 教 に 採 用 し た 。  

②  シ ャ ー プ ー ル 1 世 は 、 西 では ギ リ シ ア 軍 を 、 東 では ク シ ャ ー ナ 朝 を 破 っ た 。  

③  5 世 紀 後 半 に な っ て エ フ タ ル の 侵 入 を 受 け た が 、 ホ ス ロ ー 1 世 は ト ル コ 系 ウ イ グ ル と

結 ん で エ フ タ ル を 滅 ぼ し た 。  

④  7 世 紀 半 ば に ニ ハ ー ヴ ァ ン ド の 戦 い で ア ラ ブ 人 に 敗 れ 、 崩 壊 し た 。  

（ 上 智 ・ 文  改 ）  

 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ④  問 ２  ④  問 ３  ②  問 ４  ②  問 ５  ④  問 ６  ④  

 

 

【 論 述 問 題 】  

６世 紀 の 地 中 海 と 西 ア ジ ア の 国 際 関 係

に つ い て 、 以 下 の 語 句 を 用 い て 、 9 0 字

以 内 で 説 明 し な さ い 。  

 ヴ ァ ン ダ ル  ユス テ ィニ ア ヌ ス  突 厥  

 

 

 

【 論 述 問 題 解 答 例 】  

後 期 第 ８回  大 乗 仏 教 。 戒 律 を 重 視 し 、 出 家 を 求 め る 従 来 の 上 座 部 仏 教 を 批 判 、

菩 薩 信 仰 に よ る 万 人 救 済 を 説 い た 。 ク シ ャ ー ナ 朝 で広 まり 、 ヘ レ ニ ズ ム 文 化 の 影 響 を

受 け 、 ガ ン ダ ー ラ 様 式 の 最 初 の 仏 像 を 生 ん だ 。 （ 8 9 字 ）  

 

  



世界史演習（茂木） 

後期 第 1 0 回  イス ラ ーム ①  

問 １  ム ハ ン マ ド に つ い て 述 べ た 以 下 の 文 の う ち 、 正 し い もの を 一 つ 選 べ 。  

①  カ ー バ 神 殿 の 管 理 権 を 握 っ て メ ッ カ を 支 配 し た ク ラ イ シ ュ 族 の 出 身 で あ っ た 。  

②  彼 が 宣 教 活 動 を 始 め る と 、 メ ッカ の ク ラ イ シ ュ 族 は 当 初 か ら 彼 の 教 え を 受 け 入 れ

た 。  

③  彼 は 、 ユダ ヤ 教 の ア ブ ラ ハ ム や キ リ ス ト 教 の イ エ ス を 偽 預 言 者 と し て 否 定 し た 。  

④  彼 に 降 っ た 啓 示 は 口 伝 で 伝 承 さ れ、 聖 典 『 コ ー ラ ン 』 と し て 現 在 の 形 に 編 集 さ れた

の は ア ッ バ ー ス 朝 時 代 の こ と であ っ た 。                 （ 法 政 ・ 法 他  改 ）  

 

問 ２  正 統 カ リ フ 時 代 に お け る ア ラ ブ の 征 服 活 動 に 関 す る 記 述 と し て誤 っているものを

1 つ 選 び な さ い 。  

①  ニ ハ ー ヴ ァ ン ド の 戦 い でサ サ ン 朝 を 破 り 、 イ ラ ン を 征 服 し た 。  

②  征 服 し た 土 地 に は ミ ス ル と よ ば れる 軍 営 都 市 を 建 設 し た 。  

③  イ ベ リ ア 半 島 に 進 出 し て 、 西 ゴ ー ト 王 国 を 滅 ぼ し た 。  

④  征 服 さ れ た 人 々 は 、 信 仰 を 維 持 し た い 場 合 、 ジ ズ ヤ と ハ ラ ー ジ ュ の 支 払 い が 義 務

づ け ら れた 。                               （ 中 央 ・ 法  改 ）  

 

問 ３  初 期 イ ス ラ ー ム の 征 服 活 動 に 関 す る も っ と も 適 切 な もの は 、 次 の う ち ど れか 。  

①  ム ア ー ウ ィヤ は 、 イ ス ラ ー ム 教 徒 が ビ ザン ツ 帝 国 か ら 奪 っ て い た シ リ ア の 中 心 都 市 ダ

マ ス ク ス を 首 都 と し て ウ マ イ ヤ 朝 を ひ ら い た 。  

②  ビ ザ ン ツ 帝 国 か ら 奪 っ た 都 市 バ グ ダ ー ド は 、 そ の 後 ア ッ バ ー ス 朝 の 首 都 と し て 成 長

し 、 唐 の 長 安 と な ら ぶ 世 界 最 大 の 都 市 と し て 繁 栄 す る こ と に な る 。  

③  ビ ザ ン ツ 領 エジ プ ト の 中 心 都 市 であ っ た カ イ ロ は 、 イ ス ラ ー ム 教 徒 の 手 に 落 ち て か ら

も、 地 中 海 と イ ン ド 洋 を 結 ぶ 交 易 の 中 継 都 市 と し て 繁 栄 を 続 け た 。  

④  ウ マ イ ヤ 朝 が 征 服 し た コ ン ス タ ン テ ィノ ー プ ル に は 多 くの イ ス ラ ー ム 教 徒 が 移 住 し 、 こ

の 都 市 は イ ス タ ン ブ ル と 呼 ば れた 。                     （ 成 蹊 ・ 文  改 ）  

 

問 ４  ア ッバ ー ス 朝 に つ い て 明 白 な誤 りを含 む文 を 一 つ 選 べ 。  

①  ア ブ ー = ア ル ア ッ バ ー ス が シ ー ア 派 や 非 ア ラ ブ 系 改 宗 者 の 不 満 を 利 用 し て 建 国 し た

が 、 後 に シ ー ア 派 を 弾 圧 し 、 ス ン ナ 派 を 擁 護 し た 。  

②  ア ッバ ー ス 朝 初 代 カ リ フ の ア ブ ー = ア ル ア ッバ ー ス は 、 行 政 機 構 を 整 備 し て 中 央 集

権 体 制 の 確 立 を は か り 、 新 都 バ グ ダ ー ド を 造 営 し た 。  

③  ア ッバ ー ス 朝 第 5 代 カ リ フ であ る ハ ー ル ー ン = ア ッラ シ ー ド は 、 学 芸 を 奨 励 し イ ス ラ ー

ム 文 化 の 黄 金 時 代 を 現 出 し 、 『 千 夜 一 夜 物 語 』 に も登 場 す る 。  

④  モン ケ = ハ ン の 命 に よ り 西 ア ジ ア 遠 征 を 行 っ た フ ラ グ の モン ゴ ル 軍 に 敗 れ 、 滅 亡 し

た 。  

（ 早 稲 田 ・ 法  改 ）  

 

問 ５  ア ッバ ー ス 朝 に 関 す る 記 述 の う ち 正 し い もの を 、 一 つ 選 び な さ い 。  

①  ア ラ ブ 人 と イ ラ ン 人 な ど と の 間 の 民 族 的 差 別 は 依 然 と し て 残 っ て い た 。  

②  開 祖 ア ブ ー = ア ル ア ッバ ー ス は 首 都 バ グ ダ ー ド を 造 営 し 、 帝 国 の 基 礎 を か た め た 。  

③  ハ ー ル ー ン = ア ッラ シ ー ド の 治 世 中 に 全 盛 期 を む か え た 。  

④  マ ン ス ー ル は 「 知 恵 の 館 」 を 建 設 し て 学 芸 の 奨 励 に つ と め 、 イ ス ラ ー ム 文 化 の 黄 金

時 代 を もた ら し た                                （ 中 央 ・ 経 済  改 ）  



世界史演習（茂木） 

 

 

問 ６  ア ッバ ー ス 朝 に 関 連 し て 、誤 っているものを 一 つ 選 び な さ い 。  

①  そ の 全 盛 期 に は 西 ア ジ ア は も ち ろ ん 北 ア フ リ カ か ら イ ベ リ ア 半 島 を も 領 有 し た 。  

②  ア ラ ブ 人 の 特 権 を 廃 止 し 、 イ ラ ン 人 官 僚 を 登 用 し て 中 央 集 権 化 を 進 め た 。  

③  ム ハ ン マ ド の 一 族 に 属 す る ア ッバ ー ス 家 は ８世 紀 の 中 頃 、 ウ マ イ ヤ 朝 を 倒 し て ア ッバ

ー ス 朝 を ひ ら い た 。  

④  第 ５ 代 カ リ フ の ハ ー ル ー ン = ア ッラ シ ー ド の 時 代 に 、 そ の 全 盛 期 を む か え た 。  

                                 （ 日 本 女 子 ・ 文  改 ）  

 

 

 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ①  問 ２  ③  問 ３  ①  問 ４  ②  問 ５  

③  問 ６  ①  

 

【 論 述 問 題 】  

ウ マ イ ヤ 朝 と ア ッバ ー ス 朝 と の 税 制 の 違 い に つ

い て 、 以 下 の 語 句 を 用 い て 9 0 字 以 内 で説

明 し な さ い 。  

 マ ワー リ ー  ハ ラ ー ジ ュ  

 

 

 

【 論 述 問 題 解 答 例 】  

後 期 第 ９回  西 ア ジ ア では サ サ ン 朝 の ホ ス ロ ー １ 世 が 突 厥 と 結 び 、 エフ タ ル を 挟 撃 。 東

ロ ー マ 皇 帝 ユス テ ィニ ア ヌ ス は ヴ ァ ン ダ ル 王 国 と 東 ゴ ー ト 王 国 を 滅 ぼ し 、 地 中 海 を 再 統

一 す る が 、 サ サ ン 朝 に は 敗 北 し た 。 （ 8 8 字 ）  



世界史演習（茂木） 

後期 第 1 1 回  イス ラ ーム ②  

問 １  後 ウ マ イ ヤ 朝 に つ い て 述 べ た 以 下 の 文 の う ち 、 正 し い も の を 一 つ 選 べ 。  

①  シ リ ア 総 督 ム ア ー ウ ィ ヤ が 、 第 4 代 正 統 カ リ フ で あ っ た ア リ ー を 倒 し て 創 始 し た 。  

②  都 を バ グ ダ ー ド に 置 き 、 西 北 イ ン ド か ら 北 ア フ リ カ ・ イ ベ リ ア 半 島 に お よ ぶ 広 大 な 領

域 を 支 配 し た 。  

③  フ ラ ン ク に 敗 れて イ ベ リ ア 半 島 に 移 動 し た ゲ ル マ ン 人 王 国 を 、 7 1 1 年 に 滅 ぼ し た 。  

④  第 8 代 ア ブ ド = ア ッラ フ マ ー ン 3 世 の 頃 に 最 盛 期 を 迎 え た 。   （ 法 政 ・ 法 他  改 ）  

 

問 ２  後 ウ マ イ ヤ 朝 の 首 都 に つ い て 説 明 し た 文 で 、 正 し い もの は ど れか 。  

①  イ ベ リ ア 半 島 南 部 の 都 市 で 、 ア ル ハ ン ブ ラ 宮 殿 が 有 名 であ る 。  

②  イ ベ リ ア 半 島 ア ン ダ ル シ ア 地 方 の 都 市 で カ ル タ ゴ 人 が 創 設 し 、 ロ ー マ 時 代 か ら 繁 栄

し 、 の ち に ヴ ァ ン ダ ル 人 に 占 領 さ れ た 。  

③  大 西 洋 に 注 ぐ グ ア ダ ル キ ビ ル 川 流 域 の 都 市 で 、 コ ロ ン ブ ス は こ こ か ら 出 航 し た 。  

④  イ ベ リ ア 半 島 中 部 の 都 市 で 、 ス ペ イ ン 王 フ ェリ ペ ２ 世 が ト レ ド か ら こ こ へ 遷 都 し た 。  

（ 早 稲 田 ・ 法  改 ）  

 

問 ３  ア ッバ ー ス 朝 に 関 す る 記 述 と し て もっ と も適 切 な もの は 、 次 の う ち ど れか 。  

①  建 国 に 協 力 し た イ ラ ン 系 の 改 宗 者 が 政 治 の 要 職 を 占 め る よ う に な り 、 ア ラ ブ 人 の 特

権 は し だ い に 失 わ れて い っ た 。  

②  ハ ー ル ー ン = ア ッラ シ ー ド は ア ッ バ ー ス 朝 の 黄 金 期 を 飾 る ス ル タ ン で、 学 芸 を 奨 励 し

『 千 夜 一 夜 物 語 』 を 編 纂 さ せ た 。  

③  フ ァ ー テ ィマ 朝 は 、 ア ッ バ ー ス 朝 の 主 権 は 認 め た が 、 ア ッバ ー ス 朝 の カ リ フ か ら 大 ア ミ

ー ル の 称 号 を 得 て イ ス ラ ー ム 法 の 施 行 権 限 を 独 占 し た 。  

④  ブ ワイ フ 朝 は ア ッ バ ー ス 朝 カ リ フ を 無 視 し 、 自 ら カ リ フ を 名 乗 っ た 。 （ 成 蹊 ・ 文  改 ）  

 

問 ４  ア ッバ ー ス 朝 と セ ル ジ ュ ー ク 朝 に 関 す る 文 か ら 、誤 りを含 むものを 選 び な さ い 。  

①  ア ッバ ー ス 朝 は ９ 世 紀 初 め ご ろ か ら 、 騎 兵 と し て 有 能 な ト ル コ 人 奴 隷 を 「 マ ム ル ー

ク 」 と 呼 ん で カ リ フ の 親 衛 隊 に 徴 用 し た 。  

②  1 1 世 紀 に な る と 中 央 ア ジ ア の ト ル コ 系 の セ ル ジ ュ ー ク 朝 が バ グ ダ ー ド に 入 城 、 ア ッ

バ ー ス 朝 カ リ フ か ら ス ル タ ン の 称 号 を 受 け 、 イ ス ラ ー ム 世 界 の 指 導 者 と な っ た 。  

③  セ ル ジ ュ ー ク 朝 は 小 ア ジ ア や 東 地 中 海 沿 岸 に 進 出 し て ビ ザン ツ 帝 国 と 対 峙 し 、 以

来 2 0 0 年 に 及 ぶ 十 字 軍 と の 宗 教 戦 争 の 原 因 と な っ た 。  

④  シ ー ア 派 を 奉 じ た セ ル ジ ュ ー ク 朝 は 、 各 地 に 学 院 (マ ド ラ サ )を 設 け た の で 、 イ ス ラ ー

ム 文 化 が 大 き な 進 歩 を 見 せ た 。                        （ 上 智 ・ 文 他 ）  

 

問 ５  フ ァ ー テ ィマ 朝 に 関 し て 説 明 し た 文 で 、 正 し い もの は ど れか 。  

①  シ ー ア 派 の 一 派 の イ ス マ ー イ ー ル 派 が チ ュ ニ ジ ア に 建 国 し 、 エジ プ ト を 征 服 し た 。  

②  軍 人 や 官 僚 に 俸 給 を 支 給 す る ア タ ー 制 に 代 え て 、 国 有 地 か ら の 徴 税 権 を 与 え る

イ ク タ ー 制 を 創 設 し た 。  

③  エジ プ ト ・ シ リ ア を 支 配 し 、 ナ イ ル 川 下 流 域 に 首 都 フ ス タ ー ト を 建 設 、 イ ン ド 洋 と 地

中 海 を 結 ぶ 中 継 貿 易 で 栄 え た 。  

④  フ ァ ー テ ィマ 朝 を 倒 し た ク ル ド 人 武 将 サ ラ デ ィン は ア イ ユ ー ブ 朝 を 樹 立 し 、 第 １ 回 十

字 軍 と 戦 っ た 。                                （ 早 稲 田 ・ 法  改 ）  

 



世界史演習（茂木） 

問 ６  モン ゴ ル 時 代 の イ ス ラ ー ム 世 界 に つ い て 述 べ た 文 と し て 適 切 な もの を 一 つ 選 べ 。  

①  イ ル = ハ ン 国 は 、 フ ラ グ が イ ラ ン 地 方 を 支 配 し て 建 て た 国 家 で あ る 。 元 朝 に 反 抗 し 、

キ プ チャ ク ・ チ ャ ガ タ イ 両 ハ ン 国 と も 対 立 し た 。  

②  バ ト ゥ が 南 ロ シ ア に 建 て た キ プ チャ ク = ハ ン 国 は 早 期 に イ ス ラ ー ム 化 が 進 み 、 1 4 世

紀 に 全 盛 期 を 迎 え た が 、 モス ク ワ 大 公 国 の 独 立 後 に 崩 壊 し た 。  

③  中 央 ア ジ ア に 成 立 し た チャ ガ タ イ = ハ ン 国 は 、 1 3 世 紀 前 半 に イ ス ラ ー ム 化 し 、 1 4 世

紀 中 ご ろ に 東 西 に 分 裂 、 東 チャ ガ タ イ = ハ ン 国 に テ ィム ー ル が 出 現 し た 。  

④  ク リ ム = ハ ン 国 は 、 カ ス ピ 海 北 岸 に 建 国 さ れた 国 家 であ る 。 1 5 世 紀 末 に オ ス マ ン 帝

国 の 支 配 下 に 入 り 繁 栄 し た が 、 の ち ロ シ ア 帝 国 に 併 合 さ れ た 。        （ 東 洋 ・ 文

他  改 ）  

 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ④  問 ２  ②  問 ３  ①  問 ４  ④  

問 ５  ①  問 ６  ②  

 

 

【 論 述 問 題 】  

セ ル ジ ュ ー ク 朝 の 統 治 の 特 徴 に つ い

て 、 以 下 の 語 句 を 用 い て 9 0 字 以 内

で説 明 し な さ い 。  

 ア ッバ ー ス 朝 カ リ フ  イ ク タ ー 制  

 

 

 

 

【 論 述 問 題 解 答 例 】  

後 期 第 1 0 回  前 者 では ア ラ ブ 人 が 免 税 特 権 を 持 ち 、 非 ア ラ ブ 人 は 回 収 し て も 課 税 さ

れた 。 後 者 では 、 改 宗 者 マ ワー リ ー の 人 頭 税 ジ ズ ヤ を 免 除 、 ア ラ ブ 人 に も 地 税 ハ ラ ー ジ

ュ を 課 し 、 ム ス リ ム 間 の 平 等 を 実 現 し た 。 （ 8 9 字 ）  



世界史演習（茂木） 

後期 第 1 2 回  イス ラ ーム ③  

問 １  サ フ ァ ヴ ィー 朝 に 関 す る 次 の 文 か ら 、 正 し い もの を 一 つ 選 び な さ い 。  

①  こ の 王 朝 の 貿 易 港 ホ ル ム ズ を 、 明 の 鄭 和 の 艦 隊 が 訪 れ て 通 商 が 開 か れた 。  

②  首 都 サ マ ル カ ン ド では 、 「 王 の 広 場 」 と よ ば れる 広 場 (メ イ ダ ー ン )を は じ め 大 規 模 な

建 築 事 業 が お こ な わ れ、 生 糸 ・ 絹 織 物 な ど の 工 芸 品 が ヨ ー ロ ッ パ に ま で 輸 出 さ れた 。  

③  シ ー ア 派 を 国 教 と し 、 古 代 以 来 イ ラ ン の 王 を 意 味 す る 「 シ ャ ー 」 の 称 号 を もち い た 。  

④  ト ル コ 系 の ウ ズ ベ ク 人 は こ の 王 朝 を 滅 ぼ し 、 ３ ハ ン 国 を た て た 。  （ 成 蹊 ・ 経 済  改 ）  

 

問 ２  デ リ ー = ス ル タ ン 朝 に つ い て の 記 述 の う ち 適 切 でな い もの を ２ つ 選 べ 。  

①  イ ン ド に お け る 最 初 の イ ス ラ ー ム 政 権 は ア ク バ ル に よ っ て 創 始 さ れた 。  

②  ハ ル ジ ー 朝 は 、 地 租 の 金 納 化 な ど の 経 済 改 革 を 実 施 し た 。  

③  ト ゥ グ ル ク 朝 は テ ィム ー ル の 北 イ ン ド 侵 攻 に よ り 打 撃 を 受 け た 。  

④  最 後 の サ イ イ ド 朝 は 、 ム ガ ル 帝 国 に 滅 ぼ さ れた 。        （ 早 稲 田 ・ 社 会 科 学 ）  

 

問 ３  デ リ ー = ス ル タ ン 朝 の 時 代 に 関 す る 記 述 と し て 、 正 し い もの は ど れか 。  

①  ラ ー ジ プ ー ト 絵 画 と 呼 ば れる 細 密 画 の 製 作 が 最 盛 期 を 迎 え た 。  

②  イ ブ ン = バ ット ゥ ー タ が 滞 在 し 、 イ ン ド に 関 す る 記 述 を 残 し た 。  

③  東 部 の ベ ン ガ ル 地 方 では 、 ナ ー ラ ン ダ ー 僧 院 を 中 心 に 仏 教 が 栄 え た 。  

④  ジ ズ ヤ を 廃 止 し 、 ヒ ン ド ゥ ー 教 徒 と の 融 和 を 図 っ た 。   （ 早 稲 田 ・ 政 治 経 済  改 ）  

 

問 ４  デ リ ー = ス ル タ ン 朝 に 関 す る 記 述 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 一 つ 選 び な さ い 。  

①  ハ ル ジ ー 朝 は モ ン ゴ ル の 侵 攻 を 撃 退 、 地 租 の 金 納 化 は ム ガ ル 帝 国 に 継 承 さ れた 。  

②  ト ゥ グ ル ク 朝 は 最 大 領 土 を 築 い た が 、 モ ン ゴ ル 軍 の 侵 入 を 受 け て 滅 亡 し た 。  

③  サ イ イ ド 朝 は 、 テ ィム ー ル の 武 将 に よ り 建 国 さ れ、 イ ブ ン = バ ット ゥ ー タ が 滞 在 し た 。  

④  ロ デ ィー 朝 は 、 ト ル コ 系 の バ ハ ロ ー ル が デ リ ー で 建 国 し た 。    （ 明 治 ・ 情 報  改 ）  

 

 
 

 

 



世界史演習（茂木） 

問 ５  ム ガ ル 帝 国 に 関 す る 記 述 と し て 、 適 切 な もの は ど れか 。  

①  初 代 バ ー ブ ル の 回 想 録 『 バ ー ブ ル = ナ ー マ 』 は 、 ト ル コ 語 で書 か れて い る 。  

②  ア ク バ ル は 敬 虔 な イ ス ラ ー ム 教 徒 で、 ヒ ン ド ゥ ー な ど 他 宗 教 を 弾 圧 し た 。  

③  ジ ャ ハ ー ン ギ ー ル は 、 妃 の た め に タ ー ジ = マ ハ ル を 築 い た 。  

④  ア ウ ラ ン グ ゼ ー ブ は 宗 教 寛 容 策 で 、 ラ ー ジ プ ー ト 諸 国 と の 融 和 を 進 め た 。  

（ 早 稲 田 ・ 政 経  改 ）  

 

問 ６  オス マ ン 帝 国 の メ フ メ ト 2 世 の 征 服 活 動 と し て 正 し い 説 明 は ど れか 。  

①  ニ コ ポ リ ス の 戦 い で、 ハ ン ガ リ ー 王 が 率 い る 十 字 軍 を 破 っ た 。  

②  ア ン カ ラ の 戦 い で、 テ ィム ー ル の 遠 征 軍 に 敗 北 し た 。  

③  黒 海 北 岸 の ク リ ム = ハ ン 国 を 服 属 さ せ た 。  

④  セ ル ビ ア の 首 都 ベ オグ ラ ー ド を 占 領 し 、 ウ ィー ン を 包 囲 し た 。  （ 早 稲 田 ・ 教 育  改 ）  

 

問 ７  ス レ イ マ ン 1 世 に 関 係 す る 記 述 の う ち 正 し い もの を 一 つ 選 び な さ い 。  

①  サ フ ァ ヴ ィー 朝 と の 戦 争 を 終 わ ら せ 、 イ ラ ク を 割 譲 し た 。  

②  第 1 次 ウ ィ ー ン 包 囲 を 行 っ た 時 、 神 聖 ロ ー マ 皇 帝 マ ク シ ミ リ ア ン 1 世 であ っ た 。  

③  プ レ ヴ ェザの 海 戦 で勝 利 し 、 ク レ タ 島 ・ マ ル タ 島 を 除 く 地 中 海 の 制 海 権 を 握 っ た 。  

④  ス レ イ マ ン 1 世 の 命 に よ り 建 造 さ れた ス レ イ マ ン = モ ス ク は 、 内 ・ 外 と もサ ン = ピ エト ロ

大 聖 堂 と 非 常 に 類 似 し た 構 造 を もっ て い る 。                （ 中 央 ・ 経 済  

改 ）  

 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ③  問 ２  ① ・ ④  問 ３  ②  問 ４  ①  問 ５  ①  問 ６  ③  問 ７  ③  

 

【 論 述 問 題 】  

イ ン ド の イ ス ラ ー ム 化 に つ い て 、 以 下 の 語 句 を 用 い て 1 2 0 字 以 内 で説 明 し な さ い 。  

 ア ル プ = テ ギ ン   ア イ バ ク   バ ー ブ ル  

【 論 述 問 題 解 答 例 】   

後 期 第 1 1 回  ト ゥ グ リ ル = ベ ク は バ グ ダ ー ド に 入 城 し 、 ア ッバ ー ス 朝 カ リ フ か ら ス ル タ ン の

称 号 を 授 与 さ れ、 政 治 ・ 軍 事 の 実 権 を 握 っ た 。 イ ク タ ー 制 で 軍 人 に 徴 税 権 を 与 え た

結 果 、 地 方 政 権 に 分 裂 し た 。 （ 9 0 字 ）  

 



世界史演習（茂木） 

後期 第 1 3 回  イス ラ ーム ④  

問 １  オス マ ン 帝 国 に 関 す る 以 下 の 文 か ら 、誤 りを含 むものを す べ て 選 び な さ い 。  

①  1 2 9 9 年 、 小 ア ジ ア 西 北 部 でル ー ム = セ ル ジ ュ ー ク 朝 に 服 属 し て い た ト ル コ 人 が オス

マ ン 帝 国 を 創 建 、 ビ ザ ン ツ 帝 国 の 領 土 を 侵 略 し 始 め た 。  

②  バ ル カ ン 半 島 に 進 出 し て 、 1 4 世 紀 半 ば に ア ド リ ア ノ ー プ ル を 首 都 と し 、 1 4 世 紀 末

に は ニ コ ポ リ ス の 戦 い で 西 欧 連 合 軍 を 撃 破 し た 。  

③  ビ ザ ン ツ 帝 国 の 首 都 コ ン ス タ ン テ ィノ ー プ ル を 包 囲 す る よ う に 領 土 を 拡 大 し 、 1 4 5 3

年 つ い に メ フ メ ト ２ 世 が 同 市 を 攻 略 、 ビ ザ ン ツ 帝 国 を 滅 ぼ し た 。  

④  ス レ イ マ ン １ 世 は レ パ ン ト の 海 戦 で 敗 れた が 、 地 中 海 の 制 海 権 は 依 然 と し て オス マ

ン 帝 国 が 握 っ て い た 。                            （ 上 智 ・ 文 他  改 ）  

 

問 ２  オス マ ン 帝 国 に 関 す る 次 の 文 の う ち 、 正 し い もの を 一 つ 選 べ 。  

①  バ ル カ ン 半 島 では キ リ ス ト 教

徒 の 少 年 を 徴 集 し 、 ミ ッレ ト と よ ば

れる 常 備 歩 兵 軍 団 に 組 み い れ

た 。  

②  オス マ ン 海 軍 は ギ リ シ ア 西 岸

の プ レ ヴ ェ ザで 、 ス ペ イ ン ・ ジ ェノ ヴ

ァ ・ 教 皇 の 連 合 艦 隊 を 破 っ た 。  

③  ス レ イ マ ン 1 世 の 版 図 は 、 北

ア フ リ カ の ア ル ジ ェリ ア に 及 ん だ 。  

④  ス レ イ マ ン 1 世 は 、 世 俗 君 主

の 称 号 ス ル タ ン に 加 え て 、 イ ス ラ ー

ム 教 ス ン ナ 派 の 教 主 の 称 号 カ リ フ

を もち い た 。        ( 成 蹊 ・ 経 済 )  

 

問 ３  『 コ ー ラ ン 』 と ス ン ナ の 研 究 に 関 す る 記 述 と し て 、 適 切 な もの を 一 つ 選 べ 。  

①  教 典 解 釈 に 通 じ た 学 者 は ウ ラ マ ー と 呼 ば れ 、 聖 職 者 と し て の 特 権 を 持 っ た 。  

②  難 解 な 教 典 解 釈 や 形 式 主 義 を 廃 し 、 神 と の 一 体 感 を 求 め る ス ー フ ィズ ム が 発 展

し 、 ワ ッハ ー ブ 派 な ど 多 くの ス ー フ ィー 教 団 が 結 成 さ れた 。  

③  ス ン ナ と は ム ハ ン マ ド の 言 行 を 意 味 し 、 こ れ を 伝 え る 伝 承 (ハ デ ィー ス ) の 研 究 は 、 歴

史 学 の 発 達 を う な が し た 。  

④  コ ー ラ ン は 神 の こ と ば を 集 め た もの で 、 そ の 内 容 は 信 仰 生 活 に 限 定 さ れ 、 日 常 生

活 の 活 動 に は お よ ば な か っ た 。                         （ 成 蹊 ・ 文  改 ）  

 

問 ４  イ ス ラ ー ム 文 明 に 関 す る 記 述 に つ い て 、 正 し い もの を 一 つ 選 べ 。  

①  1 1 ～ 1 3 世 紀 の イ ベ リ ア 半 島 で は 、 ギ リ シ ア 語 文 献 の ア ラ ビ ア 語 訳 が フ ラ ン ス 語 に 翻

訳 さ れ 、 西 ヨ ー ロ ッ パ へ と 伝 播 し た 。  

②  ギ リ シ ア 哲 学 と は 異 な り 、 ス ン ナ 派 の 神 学 は 非 合 理 的 な 性 格 が 強 く 持 っ て い る 。  

③  モス ク の 壁 面 に は 、 ム ハ ン マ ド の 肖 像 画 や 抽 象 的 文 様 ア ラ ベ ス ク が 描 か れた 。  

④  グ ラ ナ ダ の ア ル ハ ン ブ ラ 宮 殿 は 、 ナ ス ル 朝 建 築 を 代 表 す る 。   (成 蹊 ・ 経 済  改 )  

 

  



世界史演習（茂木） 

問 ５  イ ス ラ ー ム の 知 識 人 の 活 躍 に 関 す る 記 述 と し て誤 りを含 むものを 選 び な さ い 。  

①  ガ ザー リ ー は 、 神 秘 主 義 を 神 学 的 に 位 置 づ け た 。  

②  ニ ザー ム = ア ル ム ル ク は 、 モ ン ゴ ル を 中 心 に し た 世 界 史 を 『 集 史 』 に まと め た 。  

③  イ ブ ン = ル シ ュ ド は 、 ア リ ス ト テ レ ス 哲 学 の 注 釈 を お こ な っ た 。  

④  イ ブ ン = バ ット ゥ ー タ は 、 『 三 大 陸 周 遊 記 （ 旅 行 記 ） 』 を 著 し た 。   （ 南 山 ・ 人 文 他 ）  

 

問 ６  イ ス ラ ー ム の 学 問 に 関 連 し 、 最 も 適 切 な もの を 以 下 か ら 一 つ 選 べ 。  

①  歴 史 家 イ ブ ン = ル シ ュ ド は 『 世 界 史 序 説 』 を 著 し 、 歴 史 学 の 発 達 を 促 し た 。  

②  詩 人 の ウ マ ル = ハ イ ヤ ー ム は 数 学 や 天 文 学 に す ぐ れ 、 正 確 な 太 陽 暦 を 作 成 し た 。  

③  イ ス ラ ー ム 神 学 者 は プ ラ ト ン の 論 理 学 を 熱 心 に 研 究 し た た め 、 神 秘 主 義 思 想 の 影

響 が 拡 大 し た 後 も 、 信 仰 と 理 性 の バ ラ ン ス が 比 較 的 保 た れて い た 。  

④  メ ッカ 巡 礼 記 な ど 旅 行 文 学 が 盛 ん で 、 イ ブ ン = シ ー ナ ー は 『 旅 行 記 』 を 著 し た 。  

（ 明 治 ・ 農 他 ）  

 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ④  問 ２  ③  問 ３  ③  問 ４  ④  問 ５  ②  問 ６  ②   

 

【 論 述 問 題 】  

オス マ ン 帝 国 の 異 教 徒 統 治 に つ い て 、 以 下 の 語 句 を 用 い て 9 0 字 以 内 で 説 明 し な さ

い 。  

 ミ ッレ ト  イ ェ ニ チ ェリ  

 

【 論 述 問 題 解 答 例 】   

後 期 第 1 2 回  サ ー マ ー ン 朝 の マ ム ル ー ク 、 ア ル プ = テ ギ ン は ア フ ガ ニ ス タ ン に ガ ズ ナ 朝

を 建 て 、 ゴ ー ル 朝 の マ ム ル ー ク 、 ア イ バ ク が 北 イ ン ド に 奴 隷 王 朝 を 建 て た 。 ５ つ の デ リ ー

ス ル タ ン 朝 が 続 き 、 最 後 の ロ デ ィー 朝 を 滅 ぼ し た テ ィム ー ル の 子 孫 バ ー ブ ル が ム ガ ル 帝

国 を 建 て た 。 （ 1 1 8 字 ）  

 

後 期 第 1 3 回  キ リ ス ト 教 徒 の 子 弟 を デ ヴ シ ル メ 制 で 徴 用 し 、 官 僚 や 常 備 歩 兵 軍 イ ェ

ニ チ ェリ に 採 用 し た 。 異 教 徒 を 宗 派 別 共 同 体 ミ ッレ ト に 組 織 し 、 信 仰 の 自 由 や 慣 習 法

に よ る 自 治 を 認 め 、 徴 税 を 請 け 負 わ せ た 。 （ 8 8 字 ）   
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